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2015年9月の国連サミットで全会一致で採択された指標。  

「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現に向け、 

2030年を期限とする17の国際目標（169のターゲット&232の指標）が設定されている。 

０ SDGsとは 

特徴 

普遍性 先進国を含め，全ての国が行動 

包摂性 誰一人取り残さない 

参画型 全てのステークホルダーが役割を担う 

統合性 社会・経済・環境に統合的に取り組む 

透明性 定期的にフォローアップ 

外務省HP「SDGsとは？」参照 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html 
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１ 検討グループ設立の背景 

 

2015年  

先進国を含む国際社会全体の2030年に向けた 

環境・経済・社会に関するゴールとして17の指標によるSDGｓが国連により採択 

2019年2月 

小田原ガスグループとしてSDGｓへの取り組みに 

グループ若手メンバー中心に着手 

2019年 

小田原ガスグループ全体での、 

安心・安全を通じた「持続可能なまちづくり」への取り組みを公表 
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２ 検討グループの進め方 

 

整理 

SDGs17項目の観点から 

現在の取り組み状況を確認 

新たな提案 

グループ全体でのSDGsへの 

新たな取り組みを提案 

SDGsの理解  

採択の経緯と国際社会全体の

傾向の勉強と整理 

理念の整理  

小田原ガスグループ企業理念

とSDGs項目の照合作業 

業務の棚卸 

各部署の業務を棚卸 

メンバーへ共有 

SDGsとの照合 

理念・事業および各部の業務

をSDGs各項目と紐づけ 

 第1段階として、現在の小田原ガスグループの事業・取り組みをSDGsの観点で整理・確認 
今後グループ全体でSDGsへ取り組むための基礎となる実態調査を行った 
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小田原ガスグループ 企業理念 

私たちは、エネルギー供給を通して地域社会の安心・安全を守り抜き、公益事業の使命を全うします。 

私たちは、あらゆるエネルギー利用のベストアンサーをご提案し、お客さま一人ひとりによる「環境に優しい暮らし」のお手伝いをします。 

私たちは、生活に寄り添う「親愛なる隣人」として、多様なサービスとお客様を結ぶ中心的存在となり、快適な暮らしの実現と地域の健全な発展に貢献します。 

３ 小田原ガスにおけるSDGs① 整理 SDGsの理解  理念の整理  業務の棚卸 SDGsとの照合 

Odawaragas Group SDGs 3 keyword 

強靭なインフラの構築  環境保全活動  人々のくらしに寄り添う  

 小田原ガスグループ企業理念とSDGs17項目を照合 
全17項目のうち、６つの項目が合致していると考えられ、それらを基に「Odawaragas Group SDGs 3 keyword」を設定 
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３ 小田原ガスにおけるSDGs② 

強靭なインフラの構築の基盤となるのは供給グループによる安定供給 
その他にLPガス事業はじめとする防災や巡回業務などを通じて地域の安心・安全を推進している 

安定供給 

マイコンメーター 

災害等緊急対策 

定期保安巡回 

強靭なインフラの構築 365日24時間体制で迅速に対応できる体制で
保安を確保 

LPガスを使用し、災害時もガスを供給できる
移動式ガス発生設備を導入 

様々な監視機能により、
家庭内の保安対策 

お客様の安心・安全を守るため、定期的にガス管や
ガス機器の安全点検を実施 
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整理 SDGsの理解  理念の整理  業務の棚卸 SDGsとの照合 



３ 小田原ガスにおけるSDGs③ 

クリーンエネルギーである天然ガスの供給をはじめ 
エネファームなどの環境商材を用いて環境に配慮した地域の環境保全活動に取り組んでいる 

環境商材の採用 

環境にやさしいくらしをご提案 

マイ花壇 
エネルギーコンソーシアム 

環 境 保 全 活 動 

エネファーム 
都市ガスを燃料に自宅で電気とお湯を 
同時に作るシステム 
ガスコージェネレーション 
都市ガスを使って発電し、発生した廃熱を冷房・
暖房・給湯・蒸気などに有効利用できるシステム 

地域の環境保全へ 
積極的に参加 

うちエコ診断 

エネルギーを創り、賢く使い、みんなでシェアする新
しいエネルギーライフスタイルの実現に向け、エネル
ギーの地産地消によって生まれる収益を地域に還元 

電力の地産・地消 

神奈川県内で発電される再生可能エネルギーを神奈川
県内でつかう仕組み作り 
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３ 小田原ガスにおけるSDGs④ 

毎年のガス展を通じて地域に対してエネルギー啓発活動を行い 
くらしをサポートするための地域巡回やエコリアを中心とした地域活性化に取り組んでいる 

ガス展 

くらサポ巡回 

地域見守り活動 

エコクッキング 

インターン・職場体験 

人々のくらしに寄り添う 地域の皆様への生活・街づくりへの新提案 
ガス事業の情報も発信 

地域の人々との交流を通じ 
健康的な生活をサポート 

次世代の若者へエネルギー企業として 
インターンシップの実施 

行政や学校と連携し 
「食育」「火育」を通じた教育 

生活に密着し、お客さまの 
「おこまりごと」の解決のお手伝い 

電力で地域貢献 

電気料金の一部を地域貢献活動を
通じて地域に還元 
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４ SDGsを活用した新たな取り組み 

2019年3月 
現在のグループ事業をSDGsと照合し、取り組み状況を確認 

現在の強みに特化してSDGsとして各事業の取り組みを推進 

& 

SDGsを活用した新たな取り組みへ発展 

ホームページなどを通じて 

現在のグループとしてのSDGs取り組み状況を発信 

 第1段階として、現在の小田原ガスグループの事業・取り組みをSDGsの観点で整理・確認 
現在のSDGsへの取り組み状況を発信するとともに、今後、新たな取り組みへの発展を検討していきたいと思う 
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a journey of a thousand miles begins with a single step 
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４ SDGsを活用した新たな取り組み 

千里の道も一歩から 


